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論 文 内 容 要 旨 
【目的】ex vivoの灌流実験において、常温酸素化バッファーによる 30分間の冷保存前灌流（short 





植を行いて SOWP および PGE1 添加 SOWPの温阻血再灌流障害軽減効果を検証した。 
【方法】同系ラット肝移植実験を、肝グラフトを心拍動下に摘出し冷保存した心拍動
（heart-beating donor; HBD）群、温阻血後に摘出し冷保存した温阻血後無処置（Non-treatment; 
NT）群・温阻血後冷保存前灌流（SOWP）群・温阻血後 PGE1添加冷保存前灌流（SOWP+PG）群に分
けて行なった。温阻血群（NT・SOWP・SOWP+PG群）では死戦期を経て 30分の温阻血後に肝グラフ
トを摘出し、6 時間の冷保存後に移植した。SOWP 群では温阻血肝摘出後に 30 分間常温酸素化バ
ッファーで灌流し冷保存した。SOWP+PG 群では SOWP 群と同様に肝グラフトを摘出し PGE1
（10ng/ml）を添加した灌流液で SOWPを行った。 
実験 1では、移植後 1週間の生存率を比較検討し、実験 2では、移植後 1時間後のグラフト肝機
能、肝細胞障害、血清中サイトカイン濃度等について比較検討した。 
【結果】実験 1では、HBD群、NT 群、SOWP群、SOWP+PG群の 1週間生存率はそれぞれ、100%、0%、
83%、100%であり、SOWP 群・SOWP+PG 群で NT 群に比較して有意に生存率の向上を認めた。実験 2
では、胆汁産生量・血清中肝逸脱酵素・血清中好中球接着因子が、SOWP・SOWP+PG 両群で改善を
示した。とくに SOWP+PG 群では、グラフトの総体的機能の指標である胆汁産生量が、HBD 群と同
レベルまで増加していた。また、SOWP群では上昇を抑えられなかった再灌流障害増悪をもたらす




【結論】SOWP及び PGE1 添加 SOWP が実際のラット肝移植において生存率を向上させることが示さ
れた。その背景には、細胞障害・細胞死の抑制が寄与し、肝細胞のエネルギーステイタスのさら
なる改善や微小循環の改善がその機序であると考えられた。PGE1 添加 SOWP は、心停止下摘出肝
グラフトを用いた肝移植において有効な一手段となることが示唆された。 
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